
第30回通常総会

社団化記念インタビュー
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［荻窪の街並み］現在の荻窪駅周辺（2003年）

◎環境問題の提唱が叫ばれている今、当会報も再生紙を使用しています。

新連載企画
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『
税
』の
使
い
み
ち
ま
で
皆
様
と

共
に
考
え
て
い
き
た
い

30
社団法人荻窪法人会の第30回通常総会が5月22日（木）に来賓24名、会員182名の出席のもと、吉祥寺の第一ホテル
春日の間において1時半より行われました。通常総会は平成14年度事業報告承認の件他理事、監事改選の件まで5号
議案とも滞りなく承認されました。特に今年度は社団化30周年を記念する年にあたり法人会に尽力された35名の方に社
団化30周年特別感謝状を贈呈。また、議案にあるように役員改選の年度にあたり、水島会長以下新執行部が選出され
ました。総会終了後、岡野俊一郎（財）日本サッカー協会名誉会長の講演がおこなわれ記念する総会にふさわしくすばら
しい講話でした。懇談会も鈴木荻窪税務署長、岡野氏、山田区長などが臨席され会員との交流もたいへんな盛況でした。



人
、
一
人
で
生
き
る
に
あ
ら
ず

4

自
ら
が
チ
ー
ム
を
支
え
る
一
人
に

［スポーツと人生］

講演は、父の影響で野球を楽しんだ幼少のころ、都立五中（現・都立小石川高校）時代のサッカーとの出合いな
ど、岡野氏のスポーツ経歴から始まり、スポーツのなかでチームというものをどう考えるかについて、また多くの経
験のなかで印象的だった出来事や思い出話を織り交ぜながら、約90分間にわたり行われました。
ここでは、講演から一部を抜粋してご紹介します。

（財）日本サッカー協会名誉会長

岡野俊一郎氏講演



子
供
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
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荻
窪
法
人
会
会
長

水
島
隆
年
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会長

（株）興建社

副会長

（株）ロードランナー

副会長

坂田電機（株）

副会長

日ノ出樹脂工業（株）

副会長

武蔵商事（株）

副会長

東洋時計（株）

総務委員長

（株）チャイルド社

組織委員長

（株）井口鉱油

研修委員長

（株）泉商会

厚生事業委員長

（有）京桝屋

広報委員長

（株）ジャパンスポーツ

税制委員長

（株）ウインローダー

社会貢献活動事業委員長

大沢生コン（株）

第1ブロック長

アイユーシー（株）

第2ブロック長

（株）栄設計

第3ブロック長

（株）マルマサ

第4ブロック長

朝日梱包運輸（株）

第5ブロック長

（株）野村総業

第6支部長

（有）サノ富士

第1支部長

（有）万代住宅

第2支部長

（株）太田工業

第3支部長

秋葉建設工業（株）

第4支部長

東京標識（株）

第5支部長

（株）須田運輸

第7支部長

（株）サンメリット

（敬称略）
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第8支部長

（有）オマタエステート

第9支部長

（有）清風園

第10支部長

（資）上州屋酒店

第11支部長

（株）ミオックス

第13支部長

（株）不動産鑑定佐藤研究所

第14支部長

（宗）熊野神社

第15支部長

豊多摩通運（株）

第16支部長

（有）好味屋

第17支部長

（株）アーバンファミリー

第18支部長

（有）エフエムティ

第19支部長

（株）大橋商店

第20支部長

（株）志村運送

第21支部長

（株）秦工務店

第22支部長

（株）ベニヤ洋菓子店

第23支部長

（有）オカダ・エステート

第24支部長

（有）テーラー山中

第25支部長

八欧産業（株）

第26支部長

（株）丸大

第27支部長

やよい運送（株）

第28支部長

（株）相馬商事

理事

（株）河又

理事

ADLIVE（株）

理事

（株）上田技術産業社

理事

（株）報恩商店

理事

大新建設（株）

理事

丸二紙業（株）

理事（女性部会長）

（株）イノバ自動車

理事

小笠原工務店（株）

理事

大一建設（株）

理事

（株）渋谷商会

理事

常磐工業（株）

理事（源泉部会長）

（株）保坂彫刻工業所

第12支部長

（有）尚文堂印刷所

理事（青年部会長）

（有）春日園
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監事

（株）芳文社印刷

監事

（株）西荻貨物

監事

（有）春日園

副会長：宇田川紀通
委員長：井口一与
副委員長：八重幡清忠
副委員長：榊原　昭
副委員長：志村正之
副委員長：山中健宏
委員
第1ブロック：佐々木止
第1ブロック：中谷　惇
第2ブロック：八重幡清忠
第2ブロック：安村喜久子
第3ブロック：榊原　昭
第3ブロック：丸山一人
第4ブロック：渡辺邦夫
第4ブロック：永田政弘
第5ブロック：鳥谷正幸
第5ブロック：小泉やすお
第5ブロック：舘　　充
青年部会：中島康治
青年部会：小笠原秀明
女性部会：中島禮子
女性部会：三田恵子

第1支部：塚原辰雄
第2支部：石田美弥子
第3支部：中谷　惇
第4支部：後藤芳宏
第4支部：片岡秀直
第5支部：羅　志祥
第6支部：佐野龍雄
第7支部：安村喜久子
第8支部：広島誠一
第9支部：高橋秀見
第10支部：栃本芳孝
第11支部：三輪勝久
第12支部：丸山一人
第12支部：関　昌央
第13支部：岡　博文
第14支部：渡辺　寛
第15支部：明地頼勝
第16支部：橘國太郎
第17支部：榊原　昭
第18支部：及川晃司
第19支部：宮地　元
第20支部：志村正之
第21支部：秦　寿吉
第22支部：加藤徹郎
第23支部：永田政弘
第24支部：山中健宏
第25支部：嶋　信介
第26支部：三田恵子
第27支部：早川弘一
第28支部：平井政武

副会長：住田岑二
委員長：八方淑夫
副委員長：永井茂久
副委員長：河又雅之
副委員長：山下民子
委員
第1ブロック：佐藤安彦
第1ブロック：新井俊雄
第2ブロック：稲澤　修
第3ブロック：斎藤敬子
第4ブロック：本田正一
第4ブロック：濱野　彬
第5ブロック：小笠原庸晶
青年部会：真野　大
女性部会：秋葉恵子
女性部会：市川恵美

副会長：坂田幸彦
委員長：中山一昭
副委員長：鹿野修二
副委員長：上田仁士
副委員長：加藤孝一
委員
第1ブロック：東　文子
第1ブロック：石黒貞男
第2ブロック：上田仁士
第2ブロック：長橋秀之
第3ブロック：神崎重絋
第3ブロック：関口竜治
第4ブロック：加藤孝一
第4ブロック：岡田暢夫
第5ブロック：嶋　信介
第5ブロック：中島康允
青年部会：宇田川武哉
女性部会：光藤多祢子
女性部会：久下本保子

副会長：松澤洋二
委員長：及川晃司
副委員長：大野木潤
副委員長：佐藤玉子
委員
第1ブロック：葛和洋子
第2ブロック：栃本芳孝
第3ブロック：宮下通孝
第4ブロック：大野木潤
第4ブロック：畠山和男
第5ブロック：佐藤玉子
第5ブロック：蝦名光世
青年部会：岡　博之
女性部会：蝦名光世
女性部会：大久保久子
共済関係
大同生命保険（株）
AIU保険会社
アメリカンファミリー生命保険会社

副会長：住田岑二
委員長：高嶋民雄
副委員長：橘國太郎
副委員長：岩倉永一
委員
第1ブロック：山崎　勲
第2ブロック：北出　肇
第3ブロック：岩倉永一
第4ブロック：千代延博
第5ブロック：相馬秀行
青年部会：中島康治
女性部会：渡辺繁子
女性部会：山本稔子

副会長：松澤洋二
委員長：大澤喜一
副委員長：中原章雄
委員
第1ブロック：田中盛雄
第1ブロック：井口昌美
第2ブロック：正垣有美子
第3ブロック：中田叙靖
第3ブロック：井上徳成
第4ブロック：宇田川誠
第5ブロック：川上圭子
青年部会：柴田夏航
女性部会：氏井千佳子
女性部会：野田とめ子

副会長：小竹良夫
委員長：柴田豊幸
副委員長：加藤敏行
副委員長：金子淑夫
委員
第1ブロック：後藤芳宏
第2ブロック：高橋秀見
第3ブロック：渡辺　寛
第4ブロック：太田哲二
第5ブロック：金子淑夫
青年部会：松澤和洋
女性部会：華丘裕子
女性部会：松原利子

（敬称略）
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荻窪法人会は昭和48年に社団化しました。
社団化は荻窪法人会の願いでもあり会員の総意でした。

30年前を知る方が少なくなりましたが、社団化に向けて奔走された
大堀氏に当時の熱い思いをうかがうことができました。
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設立当時の役員会（昭和47年9月）

荻窪法人会設立祝賀式典
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第
３
ブ
ロッ
ク
長

第
１
ブ
ロッ
ク
長
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新
荻
窪
税
務
署
長
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着任のごあいさつ

※写真提供：市川第１副ブロック長
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お別れのごあいさつ

※写真提供：市川第１副ブロック長
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中
山
広
報
委
員
長：

山
本
芳
雄
第
４
ブ
ロ
ッ
ク
長：

前
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
々
の
特

徴
が
あ
り
ま
し
た
の
で
こ
れ
ら
の
融
和
と
い

う
か
色
々
な
事
業
運
営
の
調
整
を
皆
さ
ん
の

協
力
を
得
な
が
ら
や
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
一
期
目
で
各
々
の
特
徴
と
い
う
も

の
が
出
て
少
し
ず
つ
調
整
を
し
な
が
ら
を
運

営
を
し
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
ら
を
よ

り
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
か
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

中
山：

山
本：

4
第
４
ブ
ロ
ッ
ク
は
旧
第
５
ブ
ロ
ッ
ク
と
第
７
ブ
ロ
ッ
ク
の
久
我
山
地
域
が
統
合
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
で
す
。

現
在
の
山
本
ブ
ロ
ッ
ク
長
は
吉
田
ブ
ロ
ッ
ク
長
か
ら
今
期
の
総
会
を
経
て
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
さ
れ
た
ば
か
り
の

新
任
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
で
す
。
新
た
に
支
部
長
に
な
ら
れ
た
18
支
部
の
塚
本
さ
ん
、
19
支
部
の
宮
地
さ
ん
を
交

え
て
新
し
い
提
案
な
ど
活
発
に
議
論
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
で
２
年
間
に
わ
た
る
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
座
談
会
は
最
終
回
と
な
り
ま
す
。

第
１
回
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
座
談
会
か
ら
始
ま
っ
た
座
談
会
で
す
が
そ
の
間
多
く
の
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

貴
重
な
意
見
等
今
後
の
法
人
会
活
動
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

【座談会出席者（敬称略）】
［第4ブロック］
ブロック長 ……山本芳雄
副ブロック長 …志村正之
会計……………初鹿博雄
会計……………加藤孝一
組織委員………永田政弘

広報委員長……中山一昭
広報副委員長…鹿野修二

第18支部長…塚本忠光
第19支部長…宮地　元
第20支部長…志村正之
第21支部長…秦　寿吉
第22支部長…加藤徹郎
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中
山：

志
村
正
之
第
４
副
ブ
ロ
ッ
ク
長：

加
藤
孝
一（
会
計
）：

志
村：

初
鹿
博
雄（
会
計
）：

中
山：

初
鹿：

合
併
し
て
あ
け
て
み
た
と
こ
ろ
、

両
ブ
ロ
ッ
ク
の
財
務
状
況
に
大
変
な
違
い
が

あ
っ
て
そ
れ
を
調
整
す
る
の
が
大
変
で
し
た
。

中
山：

初
鹿：

中
山：

塚
本
忠
光
第
18
支
部
長：

中
山：

宮
地
元
第
19
支
部
長：

例
え
ば
ゴ
ル
フ
で
現
地
へ
行
く
場

合
、
ブ
ロ
ッ
ク
行
事
の
場
合
、
あ
る
い
は
去

年
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
の
ゴ
ル
フ
が
あ
り
ま

す
ね
。
私
ど
も
の
ブ
ロ
ッ
ク
だ
け
じ
ゃ
な
い

か
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
バ
ス
を

特
別
に
仕
立
て
ま
し
て
全
員
で
一
緒
に
行
く

ん
で
す
よ
ね
。
行
き
帰
り
が
一
緒
で
す
か
ら
、

そ
う
い
う
こ
と
も
や
は
り
で
き
る
だ
け
融
和

を
図
ろ
う
と
い
う
事
な
ん
で
す
か
ね
。
そ
れ

が
一
つ
の
例
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
…
。

中
山：

秦
寿
吉
第
21
支
部
長：

中
山：

加
藤
徹
郎
第
22
支
部
長：

今
は
一
連
の
分
業
意
識
が

う
ま
く
で
き
て
き
て
、
企
画
を
西
荻
さ
ん
が

出
し
て
く
れ
ば
、
例
え
ば
屋
形
船
を
や
ろ
う

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
予
約
の
方
は
久
我

山
さ
ん
が
や
る
と
…
。
今
は
全
く
抵
抗
な
く

で
き
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
と

し
て
、
異
業
種
交
流
と
い
い
ま
す
か
、
お
互

い
に
仕
事
を
回
し
合
い
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ

と
を
も
っ
と
力
を
入
れ
て
い
こ
う
か
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

中
山：

永
田
政
弘
組
織
委
員：
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会
に
入
っ

て
い
た
だ
い
た
後
、
そ
の
方
た
ち
が
継
続
し

て
会
の
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
と
い

う
前
提
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
う

い
う
意
味
で
は
、
や
は
り
今
後
は
い
ろ
い
ろ

な
会
や
行
事
を
ふ
ん
だ
ん
に
織
り
込
ん
だ
中

で
、
皆
さ
ん
に
参
加
を
い
た
だ
く
こ
と
も
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
プ
ラ
ス
、
や
は
り

私
が
つ
く
づ
く
感
じ
た
の
は
、
自
分
で
誘
っ

た
会
員
の
方
が
そ
の
後
、
研
修
会
で
も
な
か

な
か
出
て
き
て
く
だ
さ
ら
な
い
と
。

中
山：

山
本：

中
山：

山
本：

中
山：

中
山：

山
本：

加
藤（
会
計
）：

中
山：

山
本：

加
藤（
会
計
）：

与

え
て
も
ら
う
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
な
か
な

か
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
で
す
か
ら
、
入
っ

て
い
た
だ
い
て
何
が
自
分
に
と
っ
て
有
意
義

な
こ
と
な
の
か
と
い
う
の
は
、
そ
の
会
員
さ

ん
自
身
が
感
じ
と
っ
て
も
ら
う
部
分
じ
ゃ
な

い
か
な
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
は

色
々
な
事
業
に
参
加
し
て
み
て
自
分
に
合
う

も
の
を
感
じ
と
っ
て
も
ら
う
。

中
山：

宮
地：

中
山：

宮
地：



山
本：

中
山：

宮
地：

新
し
い
方
が
出
て
ち
ょ
っ
と
横

に
い
た
り
す
る
と
、
中
へ
入
る
よ
う
に
入
る

よ
う
に
。
そ
れ
も
や
は
り
役
員
も
含
め
て
上

に
立
つ
方
が
気
配
り
を
し
て
、
で
き
る
だ
け

仲
間
へ
入
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
形
で
、
役

員
全
員
が
そ
う
い
う
心
構
え
を
持
ち
続
け
る

こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
。
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山本芳雄
第4ブロック長

志村正之
第4副ブロック長
第20支部長

塚
本：

会
員
の
皆
さ
ん
に
声
か
け
を
し
な
い

と
、
わ
か
っ
て
い
て
も
な
か
な
か
こ
こ
に
参
加

し
に
く
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
し
、
わ
か
ら
な

い
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
ら
ね
。
そ
う
い

う
意
味
に
お
い
て
は
、
や
は
り
そ
う
い
う
機
会

が
あ
る
た
び
に
、
参
加
の
声
か
け
と
い
う
の
は

必
要
で
は
な
い
か
と
常
々
感
じ
て
い
ま
す
。

志
村：

加藤徹郎
第22支部長

中山一昭
広報委員長

宮地　元
第19支部長

秦　寿吉
第21支部長

永田政弘
組織委員

塚本忠光
第18支部長

初鹿博雄
第4ブロック会計

加藤孝一
第4ブロック会計

中
山：

加
藤（
支
部
長
）：



会
に
入
る
こ
と
で
、

み
ん
な
の
な
力
で
　
官
僚
・
行
政
の
方
に
も

強
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
ん
だ
よ
！
と
い
っ
た

こ
と
で
あ
ら
わ
せ
る
…
。

中
山：

塚
本：

中
山：

志
村：

加
藤（
支
部
長
）：

交
通
問
題
で
、

特
に
こ
の
久
我
山
、
西
荻
間
と
い
う
の
は
非

常
に
昔
か
ら
不
便
で
す
け
れ
ど
も
。
こ
れ
ら

の
地
域
の
問
題
な
ん
か
に
対
し
て
も
法
人
会

だ
け
で
は
だ
め
な
ん
で
し
ょ
う
け
ど
、
地
域

に
あ
る
他
の
団
体
、
例
え
ば
東
商
さ
ん
、
商

連
さ
ん
な
ん
か
と
連
携
し
て
取
り
組
む
よ
う

な
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
な
な
ん
て
思
っ
て

い
ま
す
。

秦：宮
地：

山
本：

加
藤（
会
計
）：

宮
地：

加
藤（
会
計
）：

宮
地：

山
本：

中
山：

加
藤（
会
計
）：

中
山：

永
田：

20

宮
地：

今
日
は
役
員
会
と
い
う
こ
と
で
、
女
性
が
一

人
も
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
私

は
融
和
の
中
に
は
、
女
性
の
役
割
と
い
う
の

は
非
常
に
大
き
い
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
よ
。

中
山：

山
本：

加
藤（
会
計
）：



も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
ら
っ
て
も
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
。

志
村：

中
山：

中
山：

21

今
の
法
人
会
を
見
て
い
る
と
、
社
会
貢
献
、

税
務
研
修
、
経
営
、
何
と
か
何
と
か
っ
て
い

っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
何
が
何
だ
か
さ
っ
ぱ
り
わ

か
ら
な
い
と
い
う
。
い
ろ
い
ろ
異
業
種
交
流

を
う
た
っ
て
い
る
会
が
多
い
わ
け
で
す
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
手
を
広
げ
て
や
る
よ
り
も
…
。

中
山：

志
村：

法
人
会

と
い
う
の
は
、
特
に
荻
窪
の
法
人
会
は
こ
れ
で

す
よ
と
い
う
の
が
、
何
か
絶
対
に
あ
る
わ
け

で
す
。
そ
れ
を
本
部
の
ほ
う
で
考
え
て
も
ら

う
べ
き
で
す
ね
。

中
山：

志
村：

中
山：

山
本：

中
山：

山
本：

中
山：

加
藤（
会
計
幹
事
）：

税
務
行
政
に
こ
う
い
う
働
き
か
け
を
し
ま

し
た
よ
、
み
た
い
な
。
そ
の
結
果
、
例
え
ば

こ
う
い
う
減
税
も
起
こ
り
ま
し
た
、
改
正
が

さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
具
体
的
な
こ
と
を
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少年時代から西荻窪の移り変わりを見続けてきた
及川委員長に、厚生事業委員会の今後の活動の
方向性などについて語っていただきました。
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◆ 先 輩 か ら の メ ッ セ ー ジ ◆

広
報
委
員
会
よ
り
新
厚
生
事
業
委
員
長
、
及

川
晃
司
さ
ん
に
つ
い
て
一
言
と
の
お
話
が
あ
り
、

及
川
氏
と
は
20
余
年
の
付
き
合
い
で
も
あ
り
僭

越
で
は
あ
り
ま
す
が
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

及
川
さ
ん
は
一
見
強
面
に
見
え
ま
す
が
、
一

言
お
話
を
し
、
こ
の
人
の
法
人
会
に
対
す
る
積

極
的
な
ご
意
見
を
聞
く
と
そ
の
優
し
さ
が
理
解

で
き
ま
す
。
厚
生
事
業
委
員
長
と
し
て
法
人
会

の
目
的
達
成
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
人
で
す
。

支
部
、
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
も
地
域
の
皆
様
と
融

和
を
諮
り
会
員
増
強
は
も
と
よ
り
保
険
の
推
進

の
た
め
具
体
的
に
行
動
さ
れ
、
常
に
目
的
達
成

に
む
け
て
努
力
さ
れ
る
姿
勢
は
今
期
厚
生
事
業

委
員
長
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

前
厚
生
事
業
委
員
長
　
岡
　
博
文

第
４
ブ
ロ
ッ
ク
前
18
支
部
長
及
川
晃
司
さ
ん

が
、
厚
生
事
業
委
員
長
に
就
任
す
る
に
当
た
っ

て
、
厚
生
事
業
委
員
会
は
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で

優
秀
な
人
材
を
確
保
し
た
も
の
だ
な
と
言
う

の
が
第
一
の
感
想
。
及
川
さ
ん
ほ
ど
法
人
会

の
色
々
な
役
職
を
こ
な
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
相

当
な
実
績
を
残
し
て
き
た
人
は
そ
う
は
い
な

い
と
思
い
ま
す
。

支
部
長
時
代
は
勿
論
組
織
率
の
向
上
に
奔

走
、
広
報
委
員
時
代
の
歯
に
衣
着
せ
ぬ
意
見
、

で
も
き
つ
く
は
な
い
。
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
で
も
つ
ね

に
積
極
的
で
牽
引
車
的
な
役
割
を
果
た
し
て

も
ら
い
、
今
回
の
就
任
で
ま
た
何
か
を
や
っ
て

く
れ
そ
う
な
期
待
感
を
持
た
せ
て
く
れ
る
人
。

そ
ん
な
及
川
さ
ん
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

第
４
ブ
ロ
ッ
ク
長
　
山
本
芳
雄



た
っ
た
二
つ
だ
け
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
と
電
話
回
線
だ
け
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
は
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ

ン（
あ
ま
り
移
動
し
な
い
机
の
上
に
置

い
て
お
く
よ
う
な
大
き
目
の
パ
ソ
コ

ン
）で
も
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン（
週
刊
誌

ぐ
ら
い
の
持
ち
運
び
で
き
る
よ
う
に

作
ら
れ
た
パ
ソ
コ
ン
）で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
電
話
回
線
は
ピ
ッ
ポ
ッ
パ
の

ト
ー
ン
回
線
で
も
ダ
イ
ア
ル
式
の
ジ

ー
ガ
チ
ャ
回
線
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

た
だ
、
ソ
ケ
ッ
ト
が
プ
ラ
グ
の
よ
う

に
差
込
式
で
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

今
回
は
景
子
さ
ん
に
復
習
を
兼
ね
て

教
え
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

景
子
さ
ん
「
私
が
教
え
る
ん
で
す

か
？
」

上
田
「
そ
う
で
す
よ
。
景
子
さ
ん
が

お
友
達
に
聞
か
れ
た
ら
教
え
て
あ
げ

ら
れ
る
で
し
ょ
う
。」

景
子
さ
ん
「
な
ん
か
間
違
い
だ
ら
け

に
な
り
そ
う
で
や
だ
な
。」

上
田
「
そ
ん
な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

初
め
て
の
人
に
教
え
て
あ
げ
る
事
は

基
本
の
部
分
だ
け
で
よ
い
の
で
す
か

ら
。」

景
子
さ
ん
「
そ
れ
が
問
題
な
の
で
す
。」

上
田
「
大
丈
夫
。
教
え
る
こ
と
が
上

達
の
一
番
の
近
道
で
す
か
ら
。」

景
子
さ
ん
「
な
ん
だ
か
う
ま
く
乗
せ

ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
け

ど
。（
笑
）」

上
田
「
で
は
始
め
ま
し
ょ
う
。」

景
子
さ
ん
「
パ
ソ
コ
ン
と
電
話
回
線

が
あ
れ
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な

が
り
ま
す
よ
ね
。」

上
田
「
そ
う
な
ん
で
す
か
。
そ
れ
だ

け
で
良
い
の
で
す
か
。」

景
子
さ
ん
「
そ
う
よ
。
簡
単
で
し
ょ
。」

上
田
「
こ
こ
に
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
と

電
話
回
線
が
あ
り
ま
す
け
ど
。」

景
子
さ
ん
「
つ
な
げ
て
み
ま
し
ょ
う

か
？
」

上
田
「
お
願
い
し
ま
す
。
す
ご
い
な
！
」

景
子
さ
ん
「
ま
ず
、
電
話
回
線
と
パ

ソ
コ
ン
を
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。」

上
田
「
ど
う
や
っ
て
つ
な
ぐ
ん
で
す

か
。」

景
子
さ
ん
「
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ス
ク
ト
ッ

プ
型
な
ら
後
ろ
に
、
ノ
ー
ト
型
な
ら
、

後
ろ
か
横
に
電
話
の
絵
が
書
い
て
あ

る
四
角
い
穴
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。」

上
田
「
あ
る
あ
る
。
で
も
ほ
か
に
も

四
角
い
穴
が
あ
り
ま
す
け
ど
。」

景
子
さ
ん
「
電
話
の
絵
が
書
い
て
あ
る

と
こ
だ
け
見
つ
け
れ
ば
い
い
ん
で
す
。」

上
田
「
す
い
ま
せ
ん
。」

景
子
さ
ん
「
そ
こ
に
モ
ジ
ュ
ラ
コ
ー

ド
を
挿
し
て
く
だ
さ
い
。」

上
田
「
モ
ジ
ュ
ラ
コ
ー
ド
っ
て
何
で

す
か
。」

景
子
さ
ん
「
ほ
ら
、
電
話
機
か
ら
出

て
い
る
の
と
同
じ
よ
う
な
コ
ー
ド
で

す
よ
。」

上
田
「
こ
れ
で
す
ね
。
両
端
と
も
頭

が
四
角
い
や
。」

景
子
さ
ん
「
パ
ソ
コ
ン
に
挿
し
た
ら
、

電
話
回
線
の
ソ
ケ
ッ
ト
に
も
挿
し
ま

し
ょ
う
。」

上
田
「
は
い
、
で
き
ま
し
た
。」

景
子
さ
ん
「
こ
れ
で
配
線
は
済
み
ま

し
た
。」

上
田
「
次
は
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
を
入

れ
れ
ば
い
い
ん
で
す
か
。」

景
子
さ
ん「
な
ん
だ
知
っ
て
る
じ
ゃ

な
い
。」

上
田
「
・
・
・
・
・
」

景
子
さ
ん
「
電
源
を
入
れ
て
画
面
が

出
て
来
る
の
を
な
ん
て
言
う
か
知
っ

て
ま
す
か
。」

上
田
「
画
面
が
出
た
？
」

景
子
さ
ん
「
だ
め
ね
〜
。『
立
ち
上
が

る
』っ
て
言
う
の
よ
。」

上
田
「
な
る
ほ
ど
。
ぼ
く
も
一
緒
に

立
ち
上
が
る
な
ん
て
の
は
、
冗
談
で

す
。（
寒
）」

景
子
さ
ん
「
ほ
ら
、
Ｏ
Ｓ（
オ
ー
エ
ス
）

が
立
ち
上
が
っ
て
画
面
に
色
々
な
物

が
出
て
き
た
で
し
ょ
う
。」

上
田「
Ｏ
Ｓ
っ
て
な
ん
で
す
か
。」

景
子
さ
ん「
綱
引
き
の
こ
と
じ
ゃ
あ
り

ま
せ
ん
よ
。

オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
と
言
っ
て
パ
ソ
コ
ン
を
人

が
使
え
る
よ
う
に
自
動
的
に
準
備
し

て
く
れ
る
物
の
こ
と
よ
。」

上
田
「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ（
ウ
イ
ン
ド

ウ
ズ
）
と
か
言
う
も
の
の
事
か
な

〜
？
」

【ホームページを見てみよう】

法人会会員の皆様の多くの方々がすでにホームページを見たり、電子メール（Ｅメール）を
使って情報のやり取りをされていることと思いますが、少しお年を召した方や女性の中には、
これから新しい物を覚えるのが面倒だとか機械のことはわからないとおっしゃってパソコンに
拒否反応を起こしている方を時折お見受けいたします。電話のようにダイアルして相手が出
たらしゃべると言うのとは違い、最低限操作するために必要な約束事があるのは事実です。
でも大丈夫です。誰でも簡単に出来ます。さあ、やってみましょう！

前回までの「誰でもできるパソコン」でお手伝いいただいた景子さんと共に、
広報委員会ホームページ小委員会の上田がご案内いたします。
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■広報副委員長 上田仁士
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
住
所
と
言
え
る

Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
分
か
れ
ば
、
そ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
い
つ
で
も
行
く
事
が
で
き

ち
ゃ
う
の
よ
。」

上
田
「
簡
単
な
の
は
分
か
っ
た
ん
で

す
が
、
こ
の
文
字
を
入
れ
る
の
が
難

し
い
で
す
ね
。」

景
子
さ
ん
「
誰
で
も
み
ん
な
初
め
は

そ
う
な
の
。
最
初
か
ら
う
ま
い
人
な

ん
て
い
ま
せ
ん
よ
。」

上
田
「
入
力
す
る
文
字
を
探
す
の
に

ボ
タ
ン
に
書
い
て
あ
る
文
字
を
探
し

な
が
ら
だ
か
ら
、
時
間
が
ず
い
ぶ
ん

か
か
り
ま
す
ね
。」

景
子
さ
ん
「
慣
れ
よ
、
慣
れ
。
で
も
、

少
し
ず
つ
覚
え
て
い
か
な
い
と
、
メ

ー
ル
を
出
す
と
き
に
も
時
間
が
か
か

っ
て
し
ま
う
わ
よ
。」

上
田
「
面
倒
臭
い
な
。
止
め
ち
ゃ
お

う
か
な
。」

景
子
さ
ん
「
何
言
っ
て
ん
の
。
私
に

Ｅ
メ
ー
ル
く
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
。」

上
田
「
そ
う
で
し
た
。
頑
張
り
ま
す
。」

景
子
さ
ん
「
よ
く
知
っ
て
る
じ
ゃ
な

い
。
い
ろ
い
ろ
歴
史
が
あ
っ
て
、
９

５
と
か
９
８
、
Ｍ
ｅ
、
Ｎ
Ｔ
と
か
あ

っ
て
、
最
近
は
Ｘ
Ｐ
が
普
通
に
な
っ

て
る
み
た
い
よ
。」

上
田
「
こ
の
パ
ソ
コ
ン
も
Ｘ
Ｐ
で
し

た
ね
。」

景
子
さ
ん
「
あ
ら
そ
う
。
あ
ん
ま
り

気
に
し
な
く
て
も
い
い
わ
よ
。」

上
田
「
も
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ

な
が
り
ま
す
か
。」

景
子
さ
ん
「
も
ち
ろ
ん
よ
。
や
っ
て

み
な
さ
い
。」

上
田
「
そ
り
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
。
教
え

て
く
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
。」

景
子
さ
ん
「
し
ょ
う
が
な
い
わ
ね
。

と
こ
ろ
で
あ
な
た
プ
ロ
バ
イ
ダ
と
契

約
は
済
ま
せ
た
？
」

上
田
「
な
に
そ
れ
？
」

景
子
さ
ん
「
こ
れ
だ
か
ら
初
心
者
は

困
る
の
よ
ね
。」

上
田
「
？
？
？
教
え
て
く
だ
さ
い
よ
。」

景
子
さ
ん
「
プ
ロ
バ
イ
ダ
っ
て
言
う

の
は
ね
、
一
般
の
電
話
回
線
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
に
つ
な
ぐ
た
め
の

業
者
な
の
。
だ
か
ら
契
約
し
な
い
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
い
で
も
ら

え
な
い
の
よ
。」

上
田
「
だ
っ
て
さ
っ
き
、
パ
ソ
コ
ン

と
電
話
回
線
が
あ
れ
ば
い
い
っ
て
言

っ
て
た
で
し
ょ
う
。」

景
子
さ
ん
「
物
事
に
は
何
だ
っ
て
先

が
あ
る
の
。」

上
田
「
す
い
ま
せ
ん
。
で
、
ど
う
す

れ
ば
い
い
ん
で
す
か
。」

景
子
さ
ん
「
簡
単
よ
。
今
出
て
い
る

画
面
、
こ
れ
を
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
と
言

う
ん
だ
け
ど
、
こ
こ
に
ほ
ら『
サ
イ
ン

ア
ッ
プ
』
と
言
う
の
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
こ
れ
を
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
し
て

み
て
。」

上
田
「
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
と
言
う
の

は
、
マ
ウ
ス
の
左
ボ
タ
ン
を
２
回
続

け
て
押
せ
ば
い
い
ん
で
す
よ
ね
。」

景
子
さ
ん
「
上
等
、
上
等
」

上
田
「
な
ん
か
出
て
き
ま
し
た
よ
。」

景
子
さ
ん
「
ど
れ
で
も
好
き
そ
う
な

所
に
決
め
て
し
ま
い
な
さ
い
。」

上
田
「
希
望
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
３
つ

書
き
な
さ
い
だ
っ
て
。」

景
子
さ
ん
「
そ
う
よ
。
こ
れ
で
決
ま

っ
た
名
前
が
あ
な
た
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
に
な
る
の
よ
。」

上
田
「
迷
っ
ち
や
う
な
。」

景
子
さ
ん
「
ｕ
ｅ
ｐ
ｏ
ｋ
ｏ
に
で
も

し
と
い
た
ら
。」

上
田
「
あ
れ
！
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

が
必
要
だ
と
出
て
き
ま
し
た
よ
。」

景
子
さ
ん
「
あ
ん
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
も
持
っ
て
な
い
の
？
」

上
田
「
そ
う
い
う
訳
で
は
な
い
け
ど
、

聞
い
て
な
か
っ
た
か
ら
。」

景
子
さ
ん
「
ま
あ
い
い
か
。
早
く
番
号

を
入
れ
な
さ
い
よ
。」

上
田
「
は
い
、
は
い
。
こ
れ
で
よ
し

と
。」

景
子
さ
ん
「
ほ
ら
、
出
来
た
じ
ゃ
な
い
。」

上
田
「
す
ぐ
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
よ
。」

景
子
さ
ん
「
プ
ロ
バ
イ
ダ
だ
っ
て
忙

し
い
ん
だ
か
ら
、
手
続
き
が
終
わ
る

ま
で
20
〜
30
分
は
待
つ
わ
よ
。
少
し

休
憩
し
ま
し
ょ
。」

こ
れ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自

分
の
ア
カ
ウ
ン
ト
も
出
来
ま
し
た
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
こ
と
も
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
情
報
交
換
す
る
こ
と
も
あ

と
は
自
分
で
や
っ
て
み
る
だ
け
で
す
。

プ
ロ
バ
イ
ダ
の
設
定
が
済
み
、
自
分

の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
た
め
に
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
の
ソ
フ
ト
を
起

動
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ

（
Ｉ
Ｅ
）
が
標
準
で
パ
ソ
コ
ン
に
組
み

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
青
色
で「
ｅ
」と

か
か
れ
て
い
る
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
上
の

絵（
＝
ア
イ
コ
ン
）
を
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ

ク
す
る
と
起
動
し
ま
す
。

景
子
さ
ん
「
さ
あ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。」

上
田
「
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
か
。」

景
子
さ
ん
「
青
い
字
で『
ｅ
』と
書
い

て
あ
る
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ

を
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。」

上
田
「
画
面
一
杯
に
変
な
の
が
出
て

き
ま
し
た
け
れ
ど
。」

景
子
さ
ん
「
変
な
の
じ
ゃ
な
い
わ
よ
。

こ
れ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ク
ス
プ

ロ
ー
ラ（
Ｉ
Ｅ
）﹈と
言
っ
て
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
か
見

る
こ
と
が
で
き
る
ソ
フ
ト
な
の
よ
。」

上
田「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
っ
て
ど
う
や
っ

て
出
す
ん
で
す
か
。」

景
子
さ
ん
「
普
通
の
家
だ
と
、
家
が

ど
こ
に
あ
る
か
分
か
る
よ
う
に
住
所

が
あ
る
わ
よ
ね
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
住
所
み
た
い
な

も
の
が
あ
る
の
よ
。
た
だ
、
家
の
住

所
の
よ
う
な
あ
ら
わ
し
方
じ
ゃ
な
い

だ
け
。
ち
ょ
っ
と
難
し
い
け
ど
、
荻

窪
法
人
会
だ
と

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ：

//
ｗ
ｗ
ｗ.

ｏ
ｇ
ｉ
ｋ
ｕ

ｂ
ｏ
ｈ
ｏ
ｊ
ｉ
ｎ
ｋ
ａ
ｉ.

ｊ
ｐ
/　

と
上
の
ア
ド
レ
ス（
Ｄ
）と
書
い
て
あ

る
欄
に
記
入
し
て
、
右
端
の「
移
動
」

を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
、
そ
の
ア
ド
レ
ス

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
行
く
こ
と
が
出
来

ち
ゃ
う
わ
け
。
こ
の「
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
」で

始
ま
る
も
の
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
住

所
み
た
い
な
物
で「
Ｕ
Ｒ
Ｌ
」と
呼
ば

れ
て
る
ん
で
す
。」

上
田
「
そ
れ
で
は
や
っ
て
み
ま
す
。

上
の
窓
に

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ：

//
ｗ
ｗ
ｗ.

ｏ
ｇ
ｉ
ｋ
ｕ

ｂ
ｏ
ｈ
ｏ
ｊ
ｉ
ｎ
ｋ
ａ
ｉ.

ｊ
ｐ
/　

と
入
れ
て
、
右
端
の
移
動
を
ク
リ
ッ
ク

す
れ
ば
、
あ
ら
、
荻
窪
法
人
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
が
で
て
き
ち
ゃ
っ
た
。」

景
子
さ
ん
「
簡
単
で
し
ょ
。
あ
と
は
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消費税の改正のあらまし

納税義務が免除される基準期間における課税売高の上限が1,000万円（現行3,000万円）に引き下げられます。

《適用関係》この改正は、平成16年4月1日以後開始する課税期間から適用されます。
したがって、個人事業者は平成17年分から、事業年度が1年である法人については平成17年3月決算分から適用されます。

課税売上高　2,000万円＞1,000万円 課税事業者

〔 基準期間 〕 〔 課税期間 〕
15.10.1以降速やかに消費税
 課税事業者届出書を提出（注）

14.4.1 15.3.31 16.4.1 17.3.3115.4.1 16.3.31

17.5.31までに申告と納税

（注）消費税法第9条の改正規定は、平成15年10月1日から施行されるため。

簡易課税制度制を適用することができる基準期間における課税売上高の上限が5,000万円（現行2億円）に
引き下げられます。

《適用関係》この改正は、平成16年4月1日以後開始する課税期間から適用されます。
したがって、個人事業者は平成17年分から、事業年度が1年である法人については平成17年3月決算分から適用されます。

課税売上高　8,000万円＞5,000万円 簡易課税制度適用不可

〔 基準期間 〕 〔 課税期間 〕

14.4.1 15.3.31 16.4.1 17.3.3115.4.1 16.3.31

17.5.31までに一般用
 の申告書で申告と納税

‥

（注）事業免税点制度の改正に伴い、平成16年4月1日以後最初に開始する課税期間において新たに課税事業者になる者が、
その課税期間中に簡易課税制度の適用を受ける旨の届出書を提出した場合には、その課税期間から同制度の適用を受けること
ができることとする特例が設けられました（改正消令附則3）。

新たに1月の期間を課税期間とする特例が設けられます。

《適用関係》この改正は、平成16年4月1日以後開始する年又は事業年度から適用されます。

■平成14年4月1日から平成15年3月31日までの課税売上高が8,000万円の事業者で、かつ平成16年4月1日前に
「消費税簡易課税制度選択届出書」を提出しているケース

■平成14年4月1日から平成15年3月31日までの課税売上高が2,000万円の事業者のケース
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直前の課税期間の確定消費税額（年税額）4,800万円（旧税率の適用がない場合、地方消費税込みの年税額
6,000万円）を超える場合には、年11回（1月ごと）の中間申告・納付を行うこととなります。

《適用関係》この改正は、平成16年4月1日以後開始する課税期間から適用されます。したがって、
個人事業者は平成17年分から、事業年度が1年である法人は平成17年3月決算分から適用されます。

平成15年分の確定申告

平成16年分の確定申告

［ 平成16年 ］ ［ 平成17年 ］

4 5 6 7 8

4

5

6

1

2

3 4 521

中
間
申
告

15年分の年税額が
6,600万円の場合
（地方消費税含む）

16年7月末までに納付する税額
1,100万円（16年4月、5月分）

16年8月末までに納付する税額
 550万円（16年6月分）

17年3月末までに納付する税額
 550万円（17年1月分） 

17年4月末までに納付する税額
 550万円（17年2月分）

～

〜

課税事業者が取引の相手方である消費者に対して商品等の販売、役務の提供等の取引を行うに際し、あらかじ
めその取引価格を表示する場合には、消費税額（含む地方消費税額）を含めた価額を表示することが義務付け
られます。

《適用関係》この改正は、平成16年4月1日から適用されます。

対象となる価格表示は、商品本体による表示（商品に添付又は貼付される値札等）、店頭における表示、
チラシ広告、新聞・テレビなどによる広告、インターネットによる広告など、消費者に対して行われる価格表示であれば、
それがどのような表示媒体により行われるものであるかを問わず、総額表示義務の対象となります。

お分りにならない点がありましたら、荻窪税務署　法人課税第１部門　審理担当官にお尋ねください。

■3月決算法人のケース

■総額表示とは、例えば、次に掲げるような表示をいいます



社
会
貢
献
活
動
事
業
委
員
会

委
員
長
　
大
澤
喜
一

杉
並
区
が
環
境
先
進
都
市
や

近
隣
自
治
体
な
ど
と
の
連
携
・

交
流
な
ど
を
主
な
目
的
と
し
て

「
す
ぎ
な
み
２
０
０
３
」を
開
催

し
ま
す
の
で
、
皆
様
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絶
大
な

る
ご
協
力
と
是
非
ご
来
場
下
さ

る
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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（
３
）相
談
内
容

法
律
全
般
。（
相
続
等
会
社
業
務
以
外

の
相
談
も
可
）

（
４
）担
当
弁
護
士

〔
鳥
飼
総
合
法
律
事
務
所
〕

鳥
飼
重
和
弁
護
士
他
19
名

千
代
田
区
神
田
小
川
町
一
ー
三
ー
一

小
川
町
三
井
ビ
ル
６
階

電
話
０
３
・
３
２
９
３
・
８
８
１
７

（
５
）相
談
場
所
　
右
記
法
律
事
務
所

【
交
通
】

◎
都
営
地
下
鉄
　
新
宿
線

﹇
小
川
町
﹈駅（
A6
出
口
）徒
歩
１
分

◎
営
団
地
下
鉄
　
丸
ノ
内
線

﹇
淡
路
町
﹈駅（
A4
出
口
）徒
歩
２
分

◎
営
団
地
下
鉄
　
千
代
田
線

﹇
新
御
茶
ノ
水
﹈駅（
B6
出
口
）徒
歩
２
分

◎
Ｊ
Ｒ
中
央
線
・
総
武
線

﹇
御
茶
ノ
水
﹈駅
聖
橋
口
　
徒
歩
９
分

（
６
）そ
の
他

・
無
料
相
談
時
間
は
１
時
間
ま
で
で

す
。
﹇
（
社
）東
京
法
人
会
連
合
会
が

負
担
し
ま
す
。
﹈

・
時
間
を
超
え
て
相
談
さ
れ
る
場
合

は
相
談
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

・
料
金
は
延
長
30
分
ご
と
に
、
５
０

０
０
円
で
す
。
そ
の
場
で
実
費
を
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

（
社
）東
京
法
人
会
連
合
会

電
話
０
３
・
３
３
５
７
・
０
７
７
１

特
別
研
修
会
が
６
月
13
日（
金
）荻

窪
タ
ウ
ン
セ
ブ
ン
に
お
い
て
90
名
を

超
す
参
加
者
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。荻

窪
税
務
署
か
ら
は
上
野
藤
吉
副

署
長
に
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、

講
師
と
し
て
田
中
正
明
法
人
課
税
第

一
部
門
審
理
上
席
調
査
官
に
お
願
い

し
、「
大
幅
税
制
改
正
　
平
成
15
年
度

税
制
改
正
」の
テ
ー
マ
で
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

同
族
会
社
の
留
保
金
課
税
、
交
際

費
課
税
、
研
究
開
発
・
投
資
減
税
、

相
続
税
・
贈
与
税
等
各
項
目
に
分
け

詳
し
く
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

例
題
を
混
ぜ
な
が
ら
の
分
か
り
や
す

い
お
話
で
、
参
加
者
か
ら
活
発
な
質

問
も
あ
り
、
活
気
の
あ
る
盛
況
の
う

ち
に
研
修
会
を
修
了
し
ま
し
た
。
皆

様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

尚
、
９
月
９
日
に
も
特
別
講
演
会

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
会

員
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

﹇
法
律
相
談
﹈
１
時
間
ま
で
無
料
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

（
１
）申
し
込
み
方
法

◎（
社
）東
京
法
人
会
連
合
会
総
務
課

あ
て
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

電
話
０
３
・
３
３
５
７
・
０
７
７
１

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）

◎
そ
の
際
、
所
属
法
人
会
名
、
法
人
名
、

相
談
者
名
、
連
絡
先
電
話
番
号
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◎
申
し
込
み
状
況
に
よ
っ
て
は
お
断

り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◎
申
し
込
み
後
、
別
途
、
下
記
担
当

弁
護
士
事
務
所
あ
て
電
話
の
う
え
、

相
談
日
時
等
を
打
ち
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
際
、
必
ず「
東
京
法
人
会

連
合
会
の
法
律
相
談
」利
用
の
旨
を
告

げ
て
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
日
時
は
毎
週
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で（
祝
日
を
除
く
）の

午
前
10
時
、
11
時
お
よ
び
午
後
２
時
、

３
時
、
４
時
で
す
。

（
２
）利
用
で
き
る
方

都
内
各
法
人
会
の
会
員
企
業
お
よ
び

経
営
者
等
。（
同
一
人
の
相
談
は
月
１

回
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

緊
急
特
別
研
修
会

法
人
会
の
「
法
律
相
談
」

！！

環
境
博
覧
会

す
ぎ
な
み
２
０
０
３
が
開
催
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域
等
で
の
関
わ
り
が
中
心
で
し
た
が
、

本
会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、

よ
り
明
確
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
も
、

ど
ん
な
時
で
も
『
人
間
と
し
て
の
心

の
豊
か
さ
』
は
必
要
で
あ
り
、
大
切

な
こ
と
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
す
。
人
と
人
と
が
支
え
あ
っ
て

い
け
る
世
の
中
で
あ
る
こ
と
も
大
切

に
感
じ
ま
す
。
本
会
に
関
わ
っ
て
い

る
方
々
は
心
が
温
か
い
で
す
。

源
泉
部
会
は
、
『
自
社
・
自
己
の

存
在
を
認
め
合
え
る
場
』
と
い
う
こ

と
も
最
近
解
っ
て
き
ま
し
た
。

本
会
は
、
来
年
30
周
年
を
迎
え
ま

す
。
先
輩
方
が
築
か
れ
た
伝
統
を
こ

れ
か
ら
も
守
っ
て
い
か
れ
る
よ
う
に
、

皆
で
支
え
あ
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
！

ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
念
し
て
い

ま
す
。

（
１
）開
催
目
的

21
世
紀
の
幕
開
け
と
と
も
に
、「
み

ん
な
で
つ
く
る
環
境
世
紀
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
開
催
し
た
環
境
博
覧
会
す

ぎ
な
み
も
、
本
年
で
３
回
目
を
迎
え

ま
す
。
昨
年
は
『
も
っ
と
き
れ
い
に

み
ど
り
の
街
・
杉
並
』
を
サ
ブ
テ
ー

マ
と
し
、
区
民
・
事
業
者
・
行
政
が

そ
れ
ぞ
れ
環
境
配
慮
行
動
を
学
ぶ
場

と
し
て
、
ま
た
、
国
内
外
の
環
境
先

進
都
市
と
の
交
流
を
通
し
て
、
環
境

を
考
え
、
日
常
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
見
直
す
機
会
と
し
て
開
催
し
、
１

６
０
０
０
人
を
超
え
る
方
々
に
ご
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
年
の「
環
境
博
覧
会
す
ぎ
な
み

２
０
０
３
」は
、
『
次
世
代
へ
育
て

て
渡
そ
う
よ
り
よ
い
環
境
』
を
サ

ブ
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
間
虚
位
配
慮
行

動
の
一
層
の
推
進
、
区
民
・
事
業

者
・
環
境
団
体
な
ど
の
日
頃
の
活
動

成
果
の
発
表
・
検
証
、
環
境
先
進
都

市
や
近
隣
自
治
体
な
ど
と
の
連
携
・

交
流
な
ど
を
主
な
目
的
と
し
て
開
催

し
ま
す
。

（
２
）開
催
日
時

平
成
15
年
10
月
11
日（
土
）12
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
３
）会
場

高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

セ
ン
タ
ー
前
広
場（
高
井
戸
東
三
ー
七

ー
五
）

（
４
）主
催

杉
並
区
／
環
境
博
覧
会
す
ぎ
な
み
実

行
委
員
会

源
泉
部
会（
以
下
、
本
会
）研
修
に

参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
５
年
目

に
な
り
ま
す
。
母
が
20
数
年
関
わ
っ

て
の
引
継
ぎ
で
す
。

昨
今
の
社
会
情
勢
と
と
も
に
、
税

に
関
す
る
事
柄
も
め
ま
ぐ
る
し
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
本
会
の
研
修
の
お

か
げ
で
、
自
社
で
の
仕
事
も
無
事
に

こ
な
す
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
有

難
く
思
っ
て
い
ま
す
。

本
会
は
、
多
種
多
様
な
業
種
の

方
々
が
学
ん
で
い
ま
す
が
、
目
的
意

識
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
。
第
一
に
愛
社
精
神
、

第
二
に
自
分
自
身
の
成
長
の
為
に
、

第
三
に
人
間
と
し
て
の
心
の
豊
か
さ

の
探
求
…
ｅ
ｔ
ｃ
で
す
。

研
修
会
は
税
の
勉
強
を
す
る
こ
と

が
中
心
で
す
が
、
そ
の
中
に
、
バ
ス

研
修
・
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
・
新
年
会
、

ｅ
ｔ
ｃ
…
の
行
事
を
通
し
て
、
『
温

か
い
交
流
の
場
』
が
あ
り
ま
す
。
私

は
今
ま
で
、
子
ど
も
を
と
り
ま
く
地

（
５
）共
催
事
業

杉
並
環
境
フ
ェ
ア
２
０
０
３

（
杉
並
清
掃
工
場
）

第
９
回
リ
サ
イ
ク
ル
・
ア
イ
デ
ア
作

品
展（
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
）

（
６
）主
な
企
画
内
容（
予
定
）

【
セ
ン
タ
ー
前
ひ
ろ
ば
】

爆
竜
戦
隊

ア
バ
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
、
手
話
ソ

ン
グ
、
清
掃
事
業
の
紹
介
・
相
談
、

マ
イ
バ
ッ
グ
製
作
教
室
、
ご
み
ぱ
っ
く

ん
、
展
示
・
実
演
、
ご
み
分
別
ク
イ

ズ
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
展
な
ど

【
セ
ン
タ
ー
２
階
】

リ
サ
イ
ク
ル
製

品
の
紹
介
、
エ
コ
文
具
の
紹
介
、
環

境
先
進
製
品
展
示
な
ど

【
２
階
テ
ラ
ス
】

屋
上
緑
化
・
壁
面

緑
化
の
紹
介
、
ビ
オ
ト
ー
プ
紹
介
、

屋
外
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
各
種
教
室
、

み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
紹
介
、

花
咲
か
せ
隊
活
動
紹
介
、
親
子
ふ
れ

あ
い
広
場
な
ど

【
セ
ン
タ
ー
３
階
】マ
イ
バ
ッ
グ
コ
ン

テ
ス
ト
、
各
種
パ
ネ
ル
展
、
エ
コ
・

ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど

【
体
育
室
】総
合
学
習
・
環
境
学
習
支

援
コ
ー
ナ
ー
、
エ
コ
工
作
、
環
境
団

体
の
活
動
紹
介
な
ど

【
各
集
会
室
】キ
ッ
ズ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
活
動
報

告
会
、（
仮
）環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

神
田
川
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
す
ぎ
な
み
、

在
住
外
国
人
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど

心
豊
か
な
源
泉
部
会

（
有
）杉
中
製
作
所
　
杉
中
恵
美
子

※写真は５月バス研修にて（バス内研修・都内史跡めぐり）



平
成
15
年
４
月
よ
り
新
た
に
幹
事

役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
本
年
度
よ

り
幹
事
に
な
ら
れ
た
方
々
を
向
か
え
、

新
体
制
で
旧
来
以
上
に
活
気
の
あ
る

青
年
部
会
の
活
動
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

30

６
月
18
、
19
日
、
こ
の
度
は
女
性

部
会
と
し
て
初
め
て
の
宿
泊
を
兼
ね

た
親
睦
会
を
試
み
ま
し
た
。
参
加
者

30
名
、
台
風
の
九
州
上
陸
予
報
を
心

配
し
な
が
ら
の
早
朝
出
発
で
し
た
。

一
路
東
北
自
動
車
道
路
を
下
り
、
栃

木
県
近
く
に
さ
し
か
か
っ
た
８
時
30

分
頃
、
交
通
事
故
の
た
め
１
時
間
半

の
渋
滞
に
遭
い
ま
し
た
。
事
故
の
悲

惨
を
ま
の
あ
た
り
に
し
て
心
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
し
た
。

ホ
テ
ル
に
到
着
し
て
早
々
に
館
内

の
温
泉
め
ぐ
り
。
露
天
風
呂
・
紅
葉

の
湯
な
ど
、
平
素
の
仕
事
も
忘
れ
て

心
身
共
に
癒
さ
れ
ま
し
た
。

夜
は
色
々
な
職
業
の
方
々
と
仕
事

の
話
が
聞
け
て
、
と
て
も
参
考
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
も
１
泊
出
来
た
余

裕
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
女
性

は
オ
シ
ャ
ベ
リ
が
好
き
で
、
ス
ト
レ

ス
解
消
は
こ
れ
に
限
り
ま
す
。

梅
雨
期
と
言
っ
て
も
雨
に
も
会
わ

ず
、
高
原
の
緑
と
木
々
の
並
木
、
さ

塩
原
温
泉
・
一
泊
旅
行

広
報
委
員
　
光
藤
多
祢
子

わ
や
か
な
ド
ラ
イ
ブ
で
し
た
。

19
日
午
後
２
時
30
分
、
無
事
公
会

堂
到
着
、
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
参

加
者
の
皆
様
、
貴
重
な
２
日
間
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
回
乞
う
ご
期
待
下
さ
い
。

4月23日（水） 青年部会総会 東信閣

5月22日（木） 法人会総会 第一ホテル

7月 3日（木） 研修会 or 講演会

9月16日（火） 税務研修会

10月 2日（木） 厚生事業（第4ブロックチャリティーゴルフ） ツインレイクスカントリー倶楽部

10月20日（月） 落語を楽しむ会 荻窪タウンセブン

11月21日（金） 全国青年の集い　鹿児島大会

12月 2日（火） 忘年会

1月27日（火） 新年税務研修会

2月25日（水） 賛助会員を囲む会

4月22日（木） 青年部会総会 東信閣

役職名 氏名 親会担当 会社名

部会長 矢澤規充 理事会 （有）春日園

副部会長 真野　大 研修委員 富士商会（株）

副部会長 松澤和洋 総務委員 （株）ロードランナー

幹事長 岡　博之 厚生事業委員 （株）芳文社印刷

会計委員長 柴田夏航 社会貢献委員 丸三倉庫商事（株）

会計委員 長坂　剛 （株）小泉

書記委員長 田辺一郎 やよい運送（株）

書記委員 望月　登 和商（有）

書記委員 中川　一 （株）岳丈工務店

広報委員長 宇田川武哉 広報委員 （株）ユア

広報委員 中島康治 組織委員 中島不動産（有）

広報委員 成瀬雅人 （株）魚くま

渉外委員長 関谷晴弘 （株）ユーコーコーポレーション

渉外委員 小笠原秀明 組織委員 小笠原工務店（株）

渉外委員 鈴木千鶴 （株）ハヤマ商事

会計監査 田中晴弘 税制委員 鳥羽建設（株）

会計監査 小川尚彦 （株）愛典福島屋

平成15年度荻窪法人会青年部会幹事

平
成
15
年
度

月
別
事
業
計
画
案

※写真提供：市川第１副ブロック長

※写真提供：市川第１副ブロック長

青
年
部
会

部
会
長
　
矢
澤
規
充



よ
ろ
ず
相
談
実
行
委
員
会
で
は
、

10
士
業
の
専
門
家
延
べ
50
余
名
が
、

一
堂
に
会
し
て
、
合
同
の
無
料
相
談

「
第
９
回
暮
ら
し
と
事
業
の
よ
ろ
ず
相

談
会
」を
開
催
い
た
し
ま
す
。

【
主
催
団
体
／
東
京
の
10
士
業
】

東
京
土
地
家
屋
調
査
士
会

（
社
）
中
小
企
業
診
断
協
会
東
京
支
部

東
京
都
行
政
書
士
会

日
本
弁
理
士
会

日
本
公
認
会
計
士
協
会
東
京
会

（
社
）
東
京
都
不
動
産
鑑
定
士
協
会

東
京
弁
護
士
会

東
京
司
法
書
士
会

東
京
税
理
士
会

東
京
都
社
会
保
険
労
務
士
会

【
日
時
】

平
成
15
年
９
月
27
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

【
会
場
】

弁
護
士
会
館

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
一
ー
一
ー
三

悪
天
候
の
為
、
昨
年
10
月
よ
り
３

度
流
れ
た
小
金
井
公
園
行
き「
歩
け
大

会
」を
実
行
委
員
と
参
加
者
一
丸
と
な

っ
て
４
度
目
に
挑
戦
し
、
５
月
24
日

（
土
）に
は,

初
夏
の
さ
わ
や
か
な
天
候

を
呼
び
寄
せ
、
28
名
元
気
に
西
武
線

花
小
金
井
駅
に
10
時
集
合
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

市
川
大
会
実
行
委
員
長
か
ら
あ
い

さ
つ
と
説
明
を
受
け
、
新
緑
の
む
せ

か
え
る
中
、
小
金
井
公
園
ま
で
の
遊

歩
道
を
出
発
し
ま
し
た
。
道
端
の
野

花
が
き
れ
い
だ
と
立
ち
止
ま
る
人
、

歩
く
事
に
専
念
す
る
人
、
雑
談
し
な

が
ら
の
人
、
そ
れ
ぞ
れ
が
マ
イ
ペ
ー

ス
の
歩
調
で
歩
く
事
を
楽
し
み
、
30

分
後
目
的
地
小
金
井
公
園
へ
到
着
し

ま
し
た
。

開
園
面
積
７
７
４
m2
（
日
比
谷
公

園
の
４
・
７
倍
、
上
野
公
園
の
１
・

４
倍
）の
広
さ
の
中
を
、
咲
き
乱
れ
る

ポ
ピ
ー
を
観
賞
し
、
ワ
ン
パ
ク
広
場

で
遊
ぶ
子
供
達
を
眺
め
、
ガ
レ
ー
ジ

セ
ー
ル
開
催
中
の
広
場
に
ま
で
足
を

踏
み
入
れ
、
そ
の
上
品
定
め
を
し
な

が
ら
昼
食
場
所
へ
と
移
動
し
ま
し
た
。

車
座
に
な
り
昼
食
の
始
ま
り
で
す
。

佐
藤
則
好
前
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
長
の

あ
い
さ
つ
と
、
歩
け
大
会
実
行
委
員

会
の
過
去
３
度
の
天
気
予
報
と
の
戦

い
の
後
、
大
会
前
日
に
、
中
止
と
決

断
を
下
し
た
苦
労
話
等
を
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
が
、
青
空
と
新
緑
と
会
員

の
皆
さ
ん
の
笑
顔
に
押
さ
れ
次
回
も

「
歩
け
大
会
」は
続
行
す
る
事
に
、
即

決
さ
れ
ま
し
た
。

決
め
た
事
は
前
向
き
に
実
行
す
る

第
１
ブ
ロ
ッ
ク
の
根
底
に
流
れ
る
暗

黙
の
約
束
事
が
良
く
出
た
、
３
度
流

れ
て
も
諦
め
ず
４
度
目
に
実
行
し
た

「
歩
け
大
会
」で
し
た
。

昼
食
後
、
希
望
者
に
は
野
外
博
物

館「
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
」の
入
場

券
を
配
ら
れ
、
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

実
行
委
員
の
皆
様
、
参
加
会
員
の

皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

◎
事
前
予
約
制

【
予
約
受
付
日
】

平
成
15
年
９
月
26
日（
金
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

【
予
約
電
話
】

０
３
・
３
５
０
３
・
８
０
９
１

【
後
援
】

東
京
都
／
東
京
法
務
局
／
東
京
労
働

局
／
東
京
社
会
保
険
事
務
局
／
千
代

田
区
／
東
京
商
工
会
議
所

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

（
社
）東
京
土
地
家
屋
調
査
士
会

電
話
０
３
・
３
５
７
３
・
０
５
８
７

【
編
集
後
記
】

中
山
委
員
長
と
野
口
さ
ん
を
始

め
事
務
局
の
英
断
で
、
今
号
か
ら

会
報
が
カ
ラ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
よ
り
読
み
や
す
く
楽
し
い

誌
面
作
り
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

会
員
の
方
か
ら
の
投
稿
な
ど
今

ま
で
に
な
い
企
画
を
立
て
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

絵
画
や
写
真
、
俳
句
や
川
柳
、

短
歌
な
ど
ド
シ
ド
シ
投
稿
し
て
く

だ
さ
い
。

１
３
４
号
は
ま
だ
ま
だ
カ
ラ
ー

に
な
じ
ま
な
い
ペ
ー
ジ
も
あ
り
ま

す
が
会
員
の
方
々
の
協
力
を
得
て

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
副
委
員
長
　
鹿
野
修
二

TOPICS
トピックス

BLOCK
ブロックだより

第
１
ブ
ロ
ッ
ク

「
歩
け
大
会
」
悲
願
達
成
！

第
２
支
部
　
東
　
文
子

第
９
回
　
暮
ら
し
と
事
業
の

よ
ろ
ず
相
談
会（
無
料
）

※写真提供：市川第１副ブロック長

※写真提供：市川第１副ブロック長※写真提供：市川第１副ブロック長
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